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異物分析で必要な分析手法

EDXとFTIRは前処理を必要とせず､迅速に分析できます。
両機種を使うことによって異物をより正確に類推することができます。



金属のように見えてもFTIRが必要な理由



EDX-FTIR統合解析システム

EDX-FTIR統合解析ソフトウェア

EDXIR-Analysis

異物測定保持・保管容器

EDXIR-Holder

エネルギー分散型蛍光X線分析装置

EDX-7000 / EDX-8000 / EDX-8100

フーリエ変換赤外分光光度計

IRTracer-100 / IRAffinity-1S / IRSpirit



EDX-FTIR統合解析ソフトウェア

EDXIR-Analysis

EDXIR-Analysis



EDXIR-Analysis の特長

・EDX/FTIR両データを用いて統合的な定性結果を提供

・水道事業体様および食品メーカー様のご協力を得て作成した当社

オリジナルの異物ライブラリを収録

・各種データ(画像､PDF)を電子ファイルとして紐付けて保管可能

・サイレントチェンジ対策にも使えるデータ比較機能も搭載

・自社ライブラリ作成可能



異物ライブラリ内容（一部抜粋）



読み込み可能なプロファイル
およびスペクトルデータ種類

• EDXプロファイル(*.datqlqn)

• LabSolutions IRデータファイル

(*.ispd)
• IRsolutionデータファイル(*.smf)

• AIMsolutionデータファイル(*.apit)

• JCAMPデータファイル(*.DX, *.JDX)

その他の読み込み可能なファイル

• ビットマップファイル(*.bmp)

• PNGファイル(*.png)

• JPEGファイル(*.jpg)

• PDFファイル(*.pdf)

データ保管



EDXIR-Analysis の「データ比較機能」

EDXIR-Analysis

EDX FTIR

測定 測定

データ
データ

正規品

検査品

正規品 検査品 or 正規品 検査品

データの一致度を数値で確認することができ、サイレントチェンジ※対策に有効です。

※コスト削減などを目的に、
取引先から通知されるこ
となく、原材料が変えら
れてしまうこと。



EDXIR-Holder

EDXおよびFTIR共通で使用できる異物測定保持・保管容器
異物試料保持かつ測定後に折り畳んで保存可能な容器としても利用可能

試料貼付部：PP膜（25μm）＋アクリル系粘着層（10μm）
EDX測定部：PP膜（5μm）
適用試料サイズ 最大：5mm□，最小：1.5mm□
適用試料厚さ 最小：0.5mm，最大：1.5mm(EDX測定時推
奨)

最小：0.1mm，最大：4mm(FTIR測定時推奨)

FTIR

EDX



EDX-FTIR統合解析

黒色異物

EDXのデータを選択
FTIRのデータを選択

対象試料



EDX-FTIR統合解析

黒色異物 EDXデータ



EDX-FTIR統合解析

黒色異物 EDXデータ



EDX-FTIR統合解析

黒色異物 FTIRデータ



EDX-FTIR統合解析

ライブラリデータ

ライブラリ コメント

24mmﾊﾟｯｷﾝ_外側 材質;ｱｸﾘﾛﾆﾄﾘﾙ-ﾌﾞﾀｼﾞｴﾝｺﾞﾑ(NBR),炭酸ｶﾙｼｳﾑ
(CaCO3),ｽﾃｱﾘﾝ酸亜鉛 主要元素;Ca,Cl,S 色;黒 形状;樹脂,ﾘﾝｸﾞ
硬さ;柔らかい 金属光沢;無 測定法;ATR(Ge)



EDX単独解析

銀色異物

対象試料（外観）

対象データ ヒットデータ



FTIR単独解析

銀色異物

FTIR単独で解析すると検索結果は△。

対象試料（外観）

ヒットデータ

379_小石_D

対象試料



EDX-FTIR統合解析

白色異物（製造工程から見つかった異物）



 プライベートライブラリを用いた統合解析



試料 ～管理工程の部品～



EDX-FTIR統合解析

サンプルA②【ZP】



サンプルA②



EDX-FTIR統合解析

サンプルA④【EPDM】



サンプルA④

1450cm-1：

CH3逆対称変角,CH2はさみ

1150cmｰ1

Si-O-Si 伸縮
（SiO2由来）

EPDM

1370cm-1:

CH3対象変角



サンプルA④ EPDMどうしの比較



サンプルA④ EPDMどうしの比較



まとめ

統合解析ライブラリへ材料・部品等を登録することで､熟練した
分析者でなくても､FTIRとEDXの結果を用いて短時間で容易に､
材質・種類を判別することができます。

一般的に樹脂系異物はFTIRで判別するものとされますが､
同じ材料でも添加剤由来とされる元素の含有量が異なるため､
EDXの測定結果を用いることで､FTIRだけでは判別困難な
ゴム材料をより明確に判別することができます。

一般的に金属系異物はEDXで判別するものとされますが､
樹脂主体に金属が付着した異物が存在することがあるため､
EDXだけでなくFTIRによる測定も必要と考えます。



食品などに含まれる金属､酸化物､ゴム材料(有機物)の異物分析では、
FTIRとEDXによる複合分析手法【統合解析】が非常に有効となります。

結論


